
第３回　定例会
・会　　期　平成30年9月7日～10月9日（33日間）
・一般質問　10名の議員が登壇（詳細は9～19ページ）

◎ 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
、
７
億
８
５
６
１
万
円

追
加
で
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
や
災
害
復
旧
費
等
が
主
な

も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
）

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
は
、
７
４
４
万
円

　

追
加
で
高
等
教
育
機
関
設
立
可
能
性
調
査
費
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
詳
細
は
３
・
５
ペ
ー
ジ
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算　

総
額
２
４
７
億
３
６
０
万
円

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
、 

　

 

１
億
９
９
８
６
万
円
追
加
で
、
梅
雨
前
線
豪
雨
と
台
風
７
号

に
よ
る
災
害
復
旧
費
の
追
加
で
す
。

第
１
回　

臨
時
会

  　

・
会　
　

期　

平
成
30
年
７
月
30
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
日
間
）

◎ 

平
成
29
年
度
水
道
事
業
・
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
・
介
護
保
険
・
公
共
下
水
道
・
笠
木
簡
易
水
道
事
業
の
会

計
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
詳
細
は
３
・
５
〜
７
ペ
ー
ジ
）

◎ 

平
成
29
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
は
、
ま
ち
づ
く
り
曽

於
（
Ｓ
Ｏ
Ｏ 

Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ 

Ｆ
Ｍ
）
に
て
、
未
収
・
不
明
金
が

発
覚
し
た
た
め
、
継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

賛
成
多
数

可　

決

全
会
一
致

可　

決

全
会
一
致

可　

決
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一
般
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

曽
於
市
森
林
組
合
に　
　
　
　
　
　

　
　
　

大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
導
入

　

林
業
成
長
産
業
化
補
助
金
の
内

容
は
。

　

曽
於
市
森
林
組
合
の
木
材
運
搬

用
ト
レ
ー
ラ
ー
購
入
に
補
助
金
を
出

す
。
内
訳
は
次
の
と
お
り
。

　

民
間
林
業
者
も
、
補
助
対
象
に

な
る
か
。

　

条
件
に
合
え
ば
対
象
に
な
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
２
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
一
般
被
保
険
者

療
養
給
付
費
１
３
０
０
万
円
減
額
し

組
み
替
え
を
行
う
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
２
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
保
険
料
還
付
金

が
、
当
初
の
見
込
み
以
上
に
多
か
っ

た
た
め
１
５
０
万
円
追
加
す
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
２
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
で
前
年
度

繰
越
金
１
億
４
２
８
３
万
円
を
追
加

す
る
。

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
３
農
場
決
定

　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
補
助
金

の
内
容
は
。

　

㈱
ナ
ン
チ
ク
フ
ァ
ー
ム
大
隅
他

２
施
設
の
増
築
等
に
工
事
費
の
１
／

２
補
助
１
億
８
９
０
０
万
円
で
あ
り
、

増
頭
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て

県
の
補
助
金
で
あ
る
。

道
の
駅
き
ら
ら
館
管
理
費

　

屋
外
便
所
建
替
工
事
費
の
増
額

の
内
容
は
。

　

当
初
計
画
で
、
障
害
者
や
子
ど

も
連
れ
用
の
ト
イ
レ
を
計
画
し
て
い

な
か
っ
た
。
国
土
交
通
省
よ
り
、
指

摘
を
受
け
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

意
見　

多
く
の
方
が
利
用
す
る
道
の

駅
の
ト
イ
レ
で
あ
る
。
公
共
施
設
で

障
害
者
用
の
ト
イ
レ
は
、
当
然
あ
る

も
の
で
あ
る
。
当
初
計
画
段
階
で
精

査
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
。

全
会
一
致

可　

決

全
会
一
致

可　

決

賛
成
多
数

可　

決

　

平
成
29
年
度
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　

認
定
結
果　

3 ☆定例会とは年 4回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3月・6月・9月・12 月に開催します。



一
般
会
計
補
正
予
算(

第
４
号)

議
案
内
容　

高
等
教

育
機
関
の
設
立
可
能

性
調
査
の
実
施
に
伴

い
、
７
４
４
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

反
対
討
論　

財
部
高
校
跡
地
に
曽
於

市
立
看
護
専
門
学
校
の
設
立
は
、
実

現
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。
県
内
の
看

護
専
門
学
校
志
願
者
は
、
定
員
よ
り

多
い
が
、
入
学
者
は
、
ど
こ
も
定
員

を
割
っ
て
い
る
。
少
子
化
の
中
、
国

の
許
認
可
も
難
し
い
。
県
の
資
料
で

も
十
分
予
測
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

賛
成
討
論　

設
立
の
可
能
性
調
査
な

の
で
、
市
民
に
後
で
非
難
さ
れ
な
い

よ
う
十
分
慎
重
に
調
査
す
れ
ば
問
題

は
な
い
。

※ 

総
務
常
任
委
員
会
付
託
の
た
め
Ｐ

5
に
委
員
会
報
告
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

各
路
線
の
現
状
は
。

　

中
学
校
通
２
号
及
び
馬
場
・
中

園
線
は
隣
接
す
る
学
校
建
設
時
に
、

ほ
か
の
５
路
線
は
、
農
道
や
集
落
道

と
し
て
整
備
さ
れ
た
道
路
で
、
全
路

線
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
で
側
溝
も
整

備
さ
れ
て
い
る
。

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

た
ば
こ
税
の
税
率

が
平
成
30
年
10
月
１

日
か
ら
３
回
に
分
け

て
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
今

回
の
改
正
で｢

加
熱
式
た
ば
こ｣

の

区
分
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
値
上

げ
に
よ
る
市
税
の
収
入
が
７
２
０
万

円
程
度
見
込
ま
れ
る
。

末
吉
岩
崎
地
区
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理

　

他
の
農
業
研
修

セ
ン
タ
ー
も
今
回
の

改
正
内
容
と
統
一
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

財
部
・
大
隅
地
区
は
利
用
形
態

も
異
な
り
、
利
用
料
が
高
く
な
る
な

ど
の
影
響
が
あ
る
の
で
、
年
度
途
中

の
条
例
改
正
は
避
け
た
。

意
見　

今
後
、
市
道
と
し
て
管
理
で

き
る
道
路
が
あ
れ
ば
精
査
し
、
積
極

的
に
認
定
し
て
ほ
し
い
。

　

平
成
30
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
満

了
に
伴
い　
　

※
任
期
は
３
年

　

花
房　

親
志
氏　

68
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
財
部
町
南
俣
）

　

平
成
30
年
10
月
４
日
を
も
っ
て
満

了
に
伴
い　
　

※
任
期
は
４
年

　

川
畑　

和
德
氏　

66
歳

　
　
　
　
　
　
　
（
末
吉
町
上
町
）

賛
成
多
数

可　

決

全
会
一
致

可　

決

全
会
一
致

可　

決

全
会
一
致

可　

決
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